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月 10日 (日 )は母の日。桜の里では桜の里、桜なみき、グループホーム入居の皆様

をはじめ、ショートステイ、デイサービスご利用のお母様全員にカーネーションを贈り、

食事も母の日のメニューを提供させていただきました。

長年家族を支えてこられたお母様方に、桜の里職員―同で感謝の気持ちをお伝えしました。
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イ1用者の皆様の人格を尊重 し、常に相手の立場に
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春爛漫の 3月下旬、ご利用者の皆様と職員で一緒に桜の里

,｀ 外周に咲き誇る桜の花見を楽しみながら昼食をとりました。
|三

‐ に咲き誇る桜の花を見ながらの食事は、いつもに増して
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桜屡瀧蓬艦会議・テ‐■
(5月 21日木曜日)
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おまわよJの金穣 |,前町
(4月 20日月曜日)

鯨麗藝渉デ:ゴ f―シ曇ン鵡奎様
(4月 13日月曜日)

鵞k上申学校 1年塞心れ轟い交流舎
(5月 28日木曜日)

蓮尾先生鏃ビアノ会
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第 3回 桜の里利用者家族会定期総会

総会は、施設長、永井家族会長様のご挨拶から始まり

ご利用者のご家族としての活発な意見をいただきました。

また、家族会役員の改選も併せて行われ、以下の方々

が新役員として承認されました。

(役員の任期は平成 29年 5月 までの 2年間です。)

会長 :永井登様 (水上村 )、

副会長 :嶋田貞夫様 (湯前町 )

幹事 :田上竜一様 (多良木町)、 椎葉由一様 (湯前町)、

椎葉泰壮様 (水上村 )、 山神静雄様 (水上村 )

監事 :犬飼修一郎様 (水上村 )、 上米良誠一様 (水上村 )

新役員の皆様 2年間、よろしくお願い致します。
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今回頂きました貴重なご意見はすべて今後の法人運営に反映させて

いきますので、今後ともご家族様の立場から社会福祉法人御薬園の各

サービスを支えてくださいますようお願い申し上げます。

(総会後は 2月 に植えたジャガイモの収穫予定でしたが、雨天の為中

止になりました。)

平成27年 5月 30日
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平成27年 3月 27日

平成 26年度最後の消防訓練を行いました。上球磨消防署

東分署署員の皆様のご指導のもと、発見・通報 。初期消火と

初動対応からご利用者の皆様に対する避難誘導訓練のあと、

新入職員の消火器取扱い訓練を行いました。職員も万が一の

本番さながらに真剣に取り組みました。

上球磨消防署東分署の皆様、今回もご指導ありがとうござ

いました。
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これからの日本ではさらに高齢化社会が進んでいくで

しょう。

また、高齢者が高齢者を介護するというケースも多く見

られます。高齢者にかぎらず介護する者には肉体的にも精

神的にもかなりの負担がかかつていると言えま

す。介護疲れの果でに共倒れになつてしまつて  '・
 ・

1.

はどうしようもありません。

現在、介護保険制度では、「デイサービス」、「シ∃― ト

ステイ」、「ヘルパー訪問」等のサービスや福祉用具 (車椅

子やベッドなど)の レンタルや購入費の支給、住宅改修費

の支給などの支援を受けることができます。

また、介護保険外でも市区町村によつては紙おむつなど

の購入費、住宅改造費の助成金支給が受けらねたり、地域

によつてはシルバー人材センターなどによる屋内外の清掃

や庭木の剪定作業、さらには話し相手などの支援も行われ

ています。

民間の宅配食サービスなども高齢者の嗜好や健康に留意

して安価で提供されていますので、これら民間のサービス

を利用するのもひとつの方法です。

介護保険によるサービスとともに介護保険外のサービス

も上手に利用して、介護者にかかる負担をできるだけ減ら

すようにしましょう。

ケアマネージャーは介護保険でのサービスはもちろんの

こと、介護保険外のさまざまなサービスを在宅介護の計画

に組み込んだり、紹介 したりして在宅介護の負担を軽減さ

せるよう支援致 します。
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当輻卜労骰瘍文鱚瘍文
今議は、

グループホームの介護保険法での名称は、「認知症対応型

共同生活介護」事業所で、地域密着型事業所に位置付けられ

ます。

認知症と診断された高齢者が、その人が持つ心身機能を維

持させるために入居者同士や職員と家事作業などを行いなが

ら共同で生活する施設です。
「地域密着型」施設ということで、水上村、湯前町、多良木町、

あさぎり町在住で、「要支援 2～要介護 5」 認定の被保険者

がご利用できます。

します。

グループホーム桜の里は「東の家」、「西の家」の2ユニッ

トからなり、それぞれのユニットに9名ずつ計 18名が入居

されています。

明るく家庭的な環境のもと、入居の皆様は職員と一緒に食

事作りや洗濯、掃除などをその人その人の心身状況に合わせ

た日課を楽しまれています。

内山 幸美

桜なみき (1階 )

水上村在住
「覚える事がたくさんありますが、頑張つ

て覚えたいと思います |」

月 ボランテイア※ 棚鵬 ホーム桜の里 特:崚謀二人ホーム桜なみき デイサービス桜の里 カレ…プホ…ム桜の里 研修会・その他

6月

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ピアノ会(多良木町)

球磨郡レクリェーシ∃ン協会

父の日行事
運営推進会議

父の日行事

菖蒲花見ドライブ

父の日行事

運営推進会議

父の日行事

県介護保険事業所集団指導

家族会役員会

7月

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ピアノ会(多良木町)

そうめん流し そうめん流し そうめん流し そうめん流し

8月

傾聴ボランティア(多良木町)

麦の会 (湯前町他)

石尾先生ピアノ会(多良木町)

球磨郡レクリェーシ∃ン協会

第11回桜の里納涼祭
第11回桜の里納涼祭

運営推進会議
第11回桜の里納涼祭

第11回桜の里納涼祭

運営推進会議

※ボランティア活動にご協力いただける団体様は随時受け付けをいたしておりますのでお気軽に声をかけてください。

◎ご家族様ヘ


